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過去審査資料の確認について

➢ 第1113回審査会合（2023.2.10）で説明した是正処置（専門的な観点によるチェックルールの明確化，審査資料の重要性に係る教
育の実施）を経て，地質・地質構造に関する以下の審査資料について，資料全体を改めて確認した。

➢ 確認の結果，新規制基準への適合性に関する説明内容に影響はなかったが，第1113回審査会合（2023.2.10）で報告済みの３件
を含む，計12件(17箇所)の記載を修正した。本資料においては，修正前後の内容を示す。

➢ また，他に誤字・脱字等を確認した。これらについては誤字・脱字等の正誤表と修正前後の内容を示す。

対象 審査項目 確認資料

耐震重要施設及
び常設重大事故
等対処施設の直
下の断層

敷地の地形，
地質・地質構造

第454回
審査会合
（2017.3.17）

資料１－１ 東通原子力発電所 敷地の地形，地質・地質構造について
（ｆ－１断層，ｆ－2断層，ｍ－a断層の評価）（コメント回答）

資料１－２ 東通原子力発電所 敷地の地形，地質・地質構造について
（ｆ－１断層，ｆ－2断層，ｍ－a断層の評価）（コメント回答）（補足説明資料）

机上配布資料 東通原子力発電所 敷地の地形，地質・地質構造について
（ボーリング柱状図・コア写真）

第573回
審査会合
（2018.5.18）

資料１－１ 東通原子力発電所 敷地の地形，地質・地質構造について
（ｆ－１断層の評価）（コメント回答）

資料１－２ 東通原子力発電所 敷地の地形，地質・地質構造について
（ｆ－１断層の評価）（コメント回答）（補足説明資料）

震源として考慮す
る活断層

敷地周辺～敷
地の地形，地
質・地質構造

第902回
審査会合
（2020.10.2）

資料２－２－１ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の地形，地質・地質構造について
（震源として考慮する活断層の評価）（コメント回答）

資料２－２－２ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の地形，地質・地質構造について
（震源として考慮する活断層の評価）（コメント回答）（補足説明資料）

第878回
審査会合
（2020.7.17）

机上配布資料１ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の地形，地質・地質構造について
（震源として考慮する活断層の評価）（コメント回答）（反射法地震探査・検層記録集）

机上配布資料２ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の地形，地質・地質構造について
（震源として考慮する活断層の評価）（コメント回答）（ボーリング柱状図・コア写真）

第1039回
審査会合
（2022.4.11）

資料１－２－１ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の地形，地質・地質構造について
（震源として考慮する活断層の評価）（コメント回答）

資料１－２－２ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の地形，地質・地質構造について
（震源として考慮する活断層の評価）（コメント回答）（補足説明資料）
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過去審査資料の修正内容

No. 審査項目 修正資料 ページ 修正内容

1

敷地の地形，
地質・地質構造

第454回審査会合
（2017.3.17）

机上配布資料 東通原子力発電所 敷地の地形，地質・地質構造につ
いて（ボーリング柱状図・コア写真）

ma-39
コア写真の修正
※第1113回審査会合
（2023.2.10）にて報告した内容

2
第573回審査会合
（2018.5.18）

資料１－１ 東通原子力発電所 敷地の地形，地質・地質構造について
（ｆ－１断層の評価）（コメント回答）

125 顕微鏡写真拡大位置の修正

3-1
資料１－２ 東通原子力発電所 敷地の地形，地質・地質構造について
（ｆ－１断層の評価）（コメント回答）（補足説明資料）

113 断面線表示範囲の誤りの修正

4-1

敷地周辺～敷
地の地形，地
質・地質構造

第902回審査会合
（2020.10.2）

資料２－２－１ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の地形，地質・地
質構造について（震源として考慮する活断層の評価）（コメント回答）

6-53
断層の新旧関係の矢印の修正

4-2 6-54

5 6-177 表示範囲の誤りの修正

6 6-180 測線の着色誤りの修正

7

資料２－２－２ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の地形，地質・地
質構造について（震源として考慮する活断層の評価）（コメント回答）（補
足説明資料）

2-11
コア写真の修正
※第1113回審査会合
（2023.2.10）にて報告した内容

8 8-27
破砕部条線のローズダイヤグラ
ムの修正

9 10-6 写真上下反転の修正

3-2 11-4 断面線表示範囲の誤りの修正

10 14-9 測線位置のズレの修正

11-1

第878回審査会合
（2020.7.17）

机上配布資料１ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の地形，地質・
地質構造について（震源として考慮する活断層の評価） （コメント回答）
（反射法地震探査・検層記録集）

26

測線交点位置のズレの修正
11-2 29

11-3 35

11-4 39

12
机上配布資料２ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の地形，地質・
地質構造について（震源として考慮する活断層の評価）（コメント回答）
（ボーリング柱状図・コア写真）

Od-43
深度表記の誤り
※第1113回審査会合
（2023.2.10）にて報告した内容
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H27B-ma-1孔

対応する写真

（誤） （正）

➢ H27B-ma-1孔の深度27～42mのコア写真に，深度27～41mのコア写真が貼られていた。
➢ ボーリング柱状図は正しく貼られており，コア写真の説明記事は正しく記載されていた。
➢ 地質断面図等の審査の判断に影響するデータは柱状図の情報に基づき作成することから，新規制基準への適合性に対する説明内容に影響は無い。

深度27~41mのコア写真（14m分）を調
査報告書から切り取り，深度27~42mの範
囲（15m分）に合わせて貼り付けた。

誤りの範囲

正しい写真

14m分
(１m分コア
写真が不足)

15m分

コア写真の説明記事

27m

42m

第454回審査会合（2017.3.17）
机上配布資料 東通原子力発電所 敷地の地形，地質・地質構造について
（ボーリング柱状図・コア写真） p.ma-39

No.1 第1113回審査会合（2023. 2.10）にて
報告した内容
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顕微鏡写真
拡大位置の修正

No.2
第573回審査会合（2018.5.18）
資料１－１ 東通原子力発電所 敷地の地形，地質・地質構造について

（ｆ－１断層の評価）（コメント回答） p.125

（誤）

（正）

➢ ｆ－１断層破砕部の組織観察のうち，顕微鏡写真の拡大位置を誤った位置に示していた。
➢ 顕微鏡写真の貼り間違いや観察結果の記載誤りはなかった。また，ｆ－１断層の評価は，薄片観察だけでなく，他の断層との切り合い関係や鉱物脈と

の関係などから活動性を評価しており，評価に変わりはないことから，新規制基準への適合性に対する説明内容に影響は無い。
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No.3-1

断面線表示範囲の誤りの修正

（正）（誤）

第573回審査会合（2018.5.18）
資料１－２ 東通原子力発電所 敷地の地形，地質・地質構造について

（ｆ－１断層の評価）（コメント回答）（補足説明資料） p.113

➢ ｍ－ａ断層とｍ－ａ（分岐）断層の関係を示す断面図の断面線表示範囲を誤った範囲に示していた。
➢ 断面図は正しい表示範囲で作成されたものであり，ｍ－ａ断層とｍ－ａ（分岐）断層の関係の評価は変わらないことから，新規制基準への適合性に対す

る説明内容に影響は無い。



6第902回審査会合（2020.10.2）
資料２－２－１ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の地形，地質・地質構造について

（震源として考慮する活断層の評価）（コメント回答） p.6-53

No.4-1

断層の新旧関係の
矢印の修正

（正）（誤）

➢ 敷地近傍及び敷地の断層の新旧関係図のうち，f-3断層とf-p断層の新旧関係の矢印が，正しくはf-3断層がf-p断層を切るよう表現すべき箇所を，誤
って逆（f-p断層がf-3断層を切る）に示していた。

➢ 地質構造図や地質断面図等の審査の判断に影響するデータは， f-3断層とf-p断層の正しい新旧関係（f-3断層がf-p断層を切る）を基に作成している
ことから，新規制基準への適合性に対する説明内容に影響は無い。
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（正）

断層の新旧関係の
矢印の修正

第902回審査会合（2020.10.2）
資料２－２－１ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の地形，地質・地質構造について

（震源として考慮する活断層の評価）（コメント回答） p.6-54

No.4-2

（誤）

ｆ-ｐ ｆ-３

ｆ-３ ｆ-p

➢ 敷地近傍及び敷地の断層の新旧関係図のうち，f-3断層とf-p断層の新旧関係の矢印が，正しくはf-3断層がf-p断層を切るよう表現すべき箇所を，誤
って逆（f-p断層がf-3断層を切る）に示していた。

➢ 地質構造図や地質断面図等の審査の判断に影響するデータは， f-3断層とf-p断層の正しい新旧関係（f-3断層がf-p断層を切る）を基に作成している
こと， f-3断層とf-p断層のいずれの断層も主要断層であるＦ－４断層の方が新規の断層であるとの判断に変更ないことから新規制基準への適合性に
対する説明内容に影響は無い。



8第902回審査会合（2020.10.2）
資料２－２－１ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の地形，地質・地質構造について

（震源として考慮する活断層の評価）（コメント回答） p.6-177

No.5

表示範囲の誤りの修正

（正）（誤）

➢ 敷地近傍陸域～前面海域の比較的浅部の地質構造のうち，H28-Line1測線の一切山東方断層の北方延長推定区間を誤った範囲に示していた。
➢ 当該区間には一切山東方断層は延長していないことを示すものであり，評価は変わらないことから，新規制基準への適合性に対する説明内容に影響

は無い。
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誤字

第902回審査会合（2020.10.2）
資料２－２－１ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の地形，地質・地質構造について

（震源として考慮する活断層の評価）（コメント回答） p.6-180

No.6

測線の着色誤りの修正

（正）（誤）

➢ 敷地～敷地近傍の断層の深部連続性を示す探査測線（H28-Line3）の測線位置図の着色を誤って表示していた。
➢ H28-Line3の断面図は正しい位置で示したものであり評価は変わらないことから，新規制基準への適合性に対する説明内容に影響は無い。
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（誤） （正）

正しい写真

➢ 泊層下部層と泊層上部層の層位関係について，K2-13孔のコア写真を貼るべきところにO3-1孔のコア写真が貼られていた。
➢ 当該ページの地質構造図や地質断面図等の審査の判断に影響するデータは柱状図の情報に基づき作成することから，新規制基準への適合性に対する

説明内容に影響は無い。

誤りの範囲
正しい写真

第1113回審査会合（2023. 2.10）にて
報告した内容

第902回審査会合（2020.10.2）
資料２－２－２ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の地形，地質・地質構造に
ついて（震源として考慮する活断層の評価）（コメント回答）（補足説明資料）p.2-11

No.7
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破砕部条線のローズダイヤグラムの修正

第902回審査会合（2020.10.2）
資料２－２－２ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の地形，地質・地質構造について

（震源として考慮する活断層の評価）（コメント回答）（補足説明資料） p.8-27

No.8

（誤） （正）

（誤） （正）

➢ 一切山東方断層（H-6断層）破砕部の条線方向を示すローズダイヤグラムのうち，条線方向の傾向をローズダイヤグラムで示す際，１箇所転記ミスを
していた。

➢ 破砕部の条線による変位方向の評価は，ローズダイヤグラムではなく，数値を基に行っていること，また，左向き高角度の条線が卓越し，縦ずれ主体
であるとの判断に変更はないことから，新規制基準への適合性に対する説明内容に影響は無い。
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（誤） （正）

第902回審査会合（2020.10.2）
資料２－２－２ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の地形，地質・地質構造について

（震源として考慮する活断層の評価）（コメント回答）（補足説明資料） p.10-6

No.9

写真上下反転
の修正

➢ 一切山東方断層西側の断層（W－１断層）の断層露頭の拡大写真を上下逆に貼り付けていた。
➢ 露頭写真は正しい位置で撮影されたものであり，露頭記載や走向・傾斜の情報は正しく記載されていた。
➢ 地質図等の審査の判断に影響するデータは，露頭記載や走向・傾斜の情報を基に作成することから，新規制基準への適合性に対する説明内容に

影響は無い。
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断面線表示範囲の誤りの修正

（正）（誤）

第902回審査会合（2020.10.2）
資料２－２－２ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の地形，地質・地質構造について

（震源として考慮する活断層の評価）（コメント回答）（補足説明資料） p.11-4

No.3-2

➢ ｍ-a断層とｍ-a（分岐）断層の関係を示す断面図の断面線表示範囲を誤った範囲に示していた。
➢ 断面図は正しい表示範囲で作成されたものであり，ｍ-a断層とｍ-a（分岐）断層の関係の評価は変わらないことから，新規制基準への適合性に対する

説明内容に影響は無い。
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測線位置のズレの修正

第902回審査会合（2020.10.2）
資料２－２－２ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の地形，地質・地質構造について

（震源として考慮する活断層の評価）（コメント回答）（補足説明資料） p.14-9

No.10

（正）（誤）

➢ 敷地前面海域の地質構造を示す探査結果のうち，H28－M10測線位置を誤った位置に強調して示していた。
➢ 断面図は正しく貼られており，評価に変わりはないことから，新規制基準への適合性に対する説明内容に影響は無い。
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No.11-1
第878回審査会合（2020.7.17）
机上配布資料１ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の地形，地質・地質構造について

（震源として考慮する活断層の評価） （コメント回答） （反射法地震探査・検層記録集） p.26

➢ 敷地～敷地近傍の探査結果を示す断面図のうち，断面図と交差する測線の交点位置を誤って示していた。
➢ 断面図は正しく貼られており，評価に変わりはないことから，新規制基準への適合性に対する説明内容に影響は無い。

測線交点位置のズレの修正

（正）

（誤）

（正）

（誤）
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No.11-2
第878回審査会合（2020.7.17）
机上配布資料１ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の地形，地質・地質構造について

（震源として考慮する活断層の評価） （コメント回答） （反射法地震探査・検層記録集） p.29

➢ 敷地～敷地近傍の探査結果を示す断面図のうち，断面図と交差する測線の交点位置を誤って示していた。
➢ 断面図は正しく貼られており，評価に変わりはないことから，新規制基準への適合性に対する説明内容に影響は無い。

測線交点位置のズレの修正

（正）

（誤）

（正）

（誤）



17

No.11-3

測線交点位置のズレの修正

（正）

（誤）

第878回審査会合（2020.7.17）
机上配布資料１ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の地形，地質・地質構造について

（震源として考慮する活断層の評価） （コメント回答） （反射法地震探査・検層記録集） p.35

➢ 敷地～敷地近傍の探査結果を示す断面図のうち，断面図と交差する測線の交点位置を誤って示していた。
➢ 断面図は正しく貼られており，評価に変わりはないことから，新規制基準への適合性に対する説明内容に影響は無い。

（正）

（誤）
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No.11-4

測線交点位置のズレの修正

（正）

（誤）

第878回審査会合（2020.7.17）
机上配布資料１ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の地形，地質・地質構造について

（震源として考慮する活断層の評価） （コメント回答） （反射法地震探査・検層記録集） p.39

➢ 敷地～敷地近傍の探査結果を示す断面図のうち，断面図と交差する測線の交点位置を誤って示していた。
➢ 断面図は正しく貼られており，評価に変わりはないことから，新規制基準への適合性に対する説明内容に影響は無い。

（誤）

（正）
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Od－4孔

（誤） （正）

➢ Od-4孔の70～101mのコア写真のうち，深度80mの深度表記が誤っていた。
➢ ボーリング柱状図・コア写真は正しく貼られており，コア写真の説明記事は正しく記載されていた。
➢ 地質断面図等の審査の判断に影響するデータは柱状図の情報に基づき作成することから，新規制基準への適合性に対する説明内容に影響は無い。

深度表記の誤り

対応する写真

正しい深度誤った深度

コア写真の説明記事

70m

101m

第878回審査会合（2020.7.17）
机上配布資料２ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の地形，地質・地質構造について
（震源として考慮する活断層の評価）（コメント回答）（ボーリング柱状図・コア写真）p.Od-43

No.12

第1113回審査会合（2023. 2.10）にて
報告した内容
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余 白
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誤字・脱字等の正誤表（１）

審査項目 修正資料 ページ 概要 誤 正
本資料
ページ

敷地の地形，
地質・地質構造

第454回
審査会合

（2017.3.17）

資料１－２ 東通原子力発電所 敷地の地形，地質・地質
構造について（ｆ－１断層，ｆ－2断層，ｍ－a断層の評価）
（コメント回答）（補足説明資料）

92 表記誤り 植田良夫 他 植田良夫・鈴木光郎 24

机上配布資料 東通原子力発電所 敷地の地形，地質・
地質構造について（ボーリング柱状図・コア写真）

ⅰ 記載漏れ 100.0
100.0
75.0

25

ⅴ
記載漏れ H27B-ma-s5 H27B-ma-s5, s5'

26
記載漏れ 100.0

100.0
75.0

ma-47 表記誤り H27B-ma-4孔 H27B-ma-4（斜45°）孔 27

第573回
審査会合

（2018.5.18）

資料１－１ 東通原子力発電所 敷地の地形，地質・地質
構造について（ｆ－１断層の評価）（コメント回答）

6 表記誤り Shakleton Shackleton 28

31 表記誤り Sakamoto. et al.1980 Sakamoto et al., 1980 29

42
スケッチ，写真範囲
表示の枠線の誤り

― ― 30

77 不要な方位記号
パネルダイヤグラムの方位記号が２つ
ある

削除 31

130
表記誤り seal level sea level

32
表記誤り petrogy petrology

資料１－２ 東通原子力発電所 敷地の地形，地質・地質
構造について（ｆ－１断層の評価）（コメント回答）（補足説
明資料）

8 不要な文字 TP-21.45 削除 33

110
不要な文字 W←，a 削除

34
誤字 Aℓ aℓ

113 誤字 H25B-ma-s6 H27B-ma-s6 35

129 記載漏れ ― H25B-k4 36

130 誤字 2h-22測線 3h-22測線 37

154 表記誤り Minata et al.,1969 Minato et al.,1969 38

179

文献記載漏れ ― 日本粘土学会編（2009）

39

文献記載漏れ ― 町田洋・新井房夫（2003）

文献記載漏れ ― 大塚ほか（1992）

文献記載漏れ ― Minato et al. (1969) 

文献記載漏れ ― 佐藤比呂志（1992）

文献記載漏れ ― 土質工学会編(1994) 
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誤字・脱字等の正誤表（２）

審査項目 修正資料 ページ 概要 誤 正
本資料
ページ

敷地周辺～敷地
の地形，地質・

地質構造

第902回
審査会合

（2020.10.2）

資料２－２－１ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の
地形，地質・地質構造について（震源として考慮する活断
層の評価）（コメント回答）

ⅱ
誤字 3.6.2 地質調査 3.6.3 地質調査

40
誤字 3.6.3 まとめ 3.6.4 まとめ

1-13 記載漏れ ―
＊1（現 国立研究開発法人産業技術
総合研究所地質調査総合センター）

41

6-8 表記誤り Shakleton Shackleton 42

6-44 強調線の位置のズレ ― ― 43

6-48 強調線の表示漏れ ― ― 44

6-51 表記誤り ［N21゜～39˚E］［65˚～88˚E］ N21゜W～39˚E 65˚～88˚E 45

6-53 表記誤り（着色） W-1，W-2，W-3（黒字） W-1，W-2，W-3（赤字） 46

6-64
表記誤り 中央山側トレンチ 中央山側No.2トレンチ

47
表記誤り H-9断層 H-9断層のT9トレンチ

6-65 表記誤り 地層の変位・変形※1 地層の変位・変形 48

6-87 誤字 22m 21m 49

6-88

誤字 42m 41m

50誤字 20.75ｍ 40.75ｍ

誤字 20.64ｍ 40.64ｍ

6-91
誤字 高音 高温

51
表記誤り ※ ※1

6-97 誤字 Ｎ16W69E Ｎ16W69W 52

6-98 衍字 Ｆ－３断層を対象をとした Ｆ－３断層を対象とした 53

6-100 誤字 Ｎ38Ｅ45NW Ｎ38Ｅ42NW 54

6-102 誤字 Ｎ34Ｅ73NW Ｎ43Ｅ73NW 55

6-114 誤字 H24海上音波探査 H28海上音波探査 56

6-126 誤字 （深度215.5～215.9m） （深度214.5～214.9m） 57

6-128 衍字 Sd～Sf部層及に対応する。 Sd～Sf部層に対応する。 59

6-129 脱字 18.4±01Ma 18.4±0.1Ma 60

6-137 記号位置のズレ ― ― 61

6-140 誤字 Line-3 Line-4 62

6-142 衍字 Sd～Sf部層及に対応する。 Sd～Sf部層に対応する。 63

6-165
パネルダイヤグラム
表示測線の修正

H31-C（着色あり） H31-C（着色なし） 64

6-170 衍字 深度約－1,400ｍ以深 深度約1,400ｍ以深 65

7-3 表の誤り 30km以遠
30km以内
30km以遠

66

参-1
参-2

誤字 * -
67
68

文献重複 （23と46が同じ文献） 46削除

文献重複 （31と61が同じ文献） 60削除
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誤字・脱字等の正誤表（３）

審査項目 修正資料 ページ 概要 誤 正
本資料
ページ

敷地周辺～敷地
の地形，地質・
地質構造

第902回
審査会合

（2020.10.2）

資料２－２－２ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の
地形，地質・地質構造について（震源として考慮する活断
層の評価）（コメント回答）（補足説明資料）

2-6 誤字 C60-k, 164.3～164.8m C60-k, 171.3～171.8m 69

2-14 表記誤り 1-1'断面 1-1'+150断面 70

4-29 不要な注釈 ※１：地震調査委員会～ 削除 71

4-43
衍字 OH9測線測線 OH9測線

72
誤字 場合て 場合で

7-3 表記誤り [N15°E][80°E] N21゜W～39゜E 65゜～88゜E 73

8-3 誤字 1mm～10mm 1～10cm 74

8-27 誤字 T6(2)トレンチ北面 T6(2)トレンチ南面 75

8-30 誤字 T6(2)トレンチ北面 T6(2)トレンチ南面 76

9-20 孔名記載漏れ ― H27B-F4-2 77

11-4 誤字 H25B-ma-s6 H27B-ma-s6 78

11-9 脱字 走向N15° 走向N15°E 79

参-1

文献記載漏れ ― 中田・今泉（2002）
80

文献重複 （10と13が同じ文献） 13削除

文献記載漏れ ― 入倉ほか(1997)
81

文献記載漏れ ― Hisada (1994)

第878回
審査会合

（2020.7.17）

机上配布資料１ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の
地形，地質・地質構造について（震源として考慮する活断
層の評価）（コメント回答）（反射法地震探査・検層記録集）

8 誤字 ５回 ６回 82

13
衍字 5mである。である。 5mである。

83
衍字 波動場分離－を 波動場分離を

19 誤字 H31-A測線③ H31-A測線④ 84

29，35 表記誤り H28-U5 H31-A 85,86

35
測線交点位置
表示の漏れ

ー H31-A，H6-B 86

39
測線交点位置
表示の漏れ

ー H31-A，H6-B 87

43 単位記載漏れ ー Velocity（m/sec） 88

57 誤字 西，東 東，西 89

机上配布資料２ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の
地形，地質・地質構造について（震源として考慮する活断
層の評価）（コメント回答）（ボーリング柱状図・コア写真）

1
ページ誤り Od-14 Od-15

91

ページ誤り Od-35 Od-37

第1039回
審査会合

（2022.4.11）

資料１－２－２ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の
地形，地質・地質構造について（震源として考慮する活断
層の評価）（コメント回答）（補足説明資料）

19-2 ページ誤り p.19-17 p.19-22 92

19-4 ページ誤り p.19-17 p.19-22 93

19-13 ページ誤り p.19-17 p.19-22 94

19-16 脱字 下北半島東部広い範囲 下北半島東部の広い範囲 95

19-24
文献記載漏れ ー 地質調査総合センター編（2013）

96
表記誤り RefinedEarly Refined Early
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（誤）

植田良夫 他

（正）

表記誤りの修正

第454回審査会合（2017.3.17）
資料１－２ 東通原子力発電所 敷地の地形，地質・地質構造について

（f-1断層，f-2断層，m-a断層の評価）（コメント回答）（補足説明資料）p.92

植田良夫・鈴木光郎
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（誤）

100.0

（正）

記載漏れの修正

第454回審査会合（2017.3.17）
机上配布資料 東通原子力発電所 敷地の地形，地質・地質構造について

（ボーリング柱状図・コア写真）p.ⅰ

100.0
75.0



26

（誤）

H27B-ma-s5

（正）

記載漏れの修正

第454回審査会合（2017.3.17）
机上配布資料 東通原子力発電所 敷地の地形，地質・地質構造について

（ボーリング柱状図・コア写真）p.ⅴ

H27B-ma-s5, 
s5’

（誤）

100.0

（正）

記載漏れの修正

100.0
75.0
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（誤）

H27B-ma-4孔

（正）

表記誤りの修正

第454回審査会合（2017.3.17）
机上配布資料 東通原子力発電所 敷地の地形，地質・地質構造について

（ボーリング柱状図・コア写真）p.ma-47

H27B-ma-4（斜45°）孔
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（誤）

Shakleton

（正）

表記誤りの修正

第573回審査会合（2018.5.18）
資料１－１ 東通原子力発電所 敷地の地形，地質・地質構造について

（ｆ－１断層の評価）（コメント回答） p.6

Shackleton



29

（誤）

Sakamoto. et al.
1980

（正）

表記誤りの修正

Sakamoto et al., 
1980

第573回審査会合（2018.5.18）
資料１－１ 東通原子力発電所 敷地の地形，地質・地質構造について

（ｆ－１断層の評価）（コメント回答） p.31



30

スケッチ，写真範囲表示の
枠線の誤りの修正

第573回審査会合（2018.5.18）
資料１－１ 東通原子力発電所 敷地の地形，地質・地質構造について

（ｆ－１断層の評価）（コメント回答） p.42

（正）（誤）



31第573回審査会合（2018.5.18）
資料１－１ 東通原子力発電所 敷地の地形，地質・地質構造について

（ｆ－１断層の評価）（コメント回答） p.77

不要な方位記号の削除



32

（誤）

seal level

（正）

表記誤りの修正

sea level

第573回審査会合（2018.5.18）
資料１－１ 東通原子力発電所 敷地の地形，地質・地質構造について

（ｆ－１断層の評価）（コメント回答） p.130

（誤）

petrogy

（正）

表記誤りの修正

petrology



33第573回審査会合（2018.5.18）
資料１－２ 東通原子力発電所 敷地の地形，地質・地質構造について

（ｆ－１断層の評価）（コメント回答）（補足説明資料） p.8

不要な文字の削除
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不要な文字の削除

第573回審査会合（2018.5.18）
資料１－２ 東通原子力発電所 敷地の地形，地質・地質構造について

（ｆ－１断層の評価）（コメント回答）（補足説明資料） p.110

（誤）

Aℓ

（正）

誤字の修正

aℓ



35

（誤）

第573回審査会合（2018.5.18）
資料１－２ 東通原子力発電所 敷地の地形，地質・地質構造について

（ｆ－１断層の評価）（コメント回答）（補足説明資料） p.113

（誤）

H25B-ma-s6

（正）

誤字の修正

H27B-ma-s6



36第573回審査会合（2018.5.18）
資料１－２ 東通原子力発電所 敷地の地形，地質・地質構造について

（ｆ－１断層の評価）（コメント回答）（補足説明資料） p.129

記載漏れの修正

（正）

H25B-k4



37第573回審査会合（2018.5.18）
資料１－２ 東通原子力発電所 敷地の地形，地質・地質構造について

（ｆ－１断層の評価）（コメント回答）（補足説明資料） p.130

（誤）

2h-22測線

（正）

誤字の修正

3h-22測線



38第573回審査会合（2018.5.18）
資料１－２ 東通原子力発電所 敷地の地形，地質・地質構造について

（ｆ－１断層の評価）（コメント回答）（補足説明資料） p.154

（誤）

Minata et al.,1969

（正）

表記誤りの修正

Minato et al.,1969



39第573回審査会合（2018.5.18）
資料１－２ 東通原子力発電所 敷地の地形，地質・地質構造について

（ｆ－１断層の評価）（コメント回答）（補足説明資料） p.179

文献の記載漏れの修正

日本粘土学会編（2009）：粘土ハンドブック（第三版），技報堂出版
町田洋・新井房夫（2003）：新編 火山灰アトラス［日本列島とその周辺］，東京大学出版会
大塚良平・下田右・下坂康哉・永田洋・篠原也寸志・清水雅浩・坂本尚史（1992）：セピオライトの産状

と鉱物学的性質，粘土科学，vol．32，No．3，pp.154-172．
Minato H., Imai N., Otsuka R.(1969) Palygorskite from the Ogano Mine, Tochigi Prefecture, Central 

Japan. Jour. Japan Assoc. Min. Pet. Econ. Geol.,61,4,pp.125-139
佐藤比呂志（1992）：東北日本中部地域の後期新生代テクトニクス.地調月報, 43,pp.119-139
土質工学会編(1994) ：土の凍結 : その理論と実際 第1回改訂版 (土質基礎工学ライブラリー ; 23)

（正）
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（誤）

3.6.2 地質調査

（正）

誤字の修正

第902回審査会合（2020.10.2）
資料２－２－１ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の地形，地質・地質構造について

（震源として考慮する活断層の評価）（コメント回答） p.ⅱ

3.6.3 地質調査

（誤）

3.6.3 まとめ

（正）

誤字の修正

3.6.4 まとめ
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（正）

記載漏れの修正

第902回審査会合（2020.10.2）
資料２－２－１ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の地形，地質・地質構造について

（震源として考慮する活断層の評価） （コメント回答） p.1-13

＊1（現 国立研究開発法人
産業技術総合研究所地質調査
総合センター）



42

（正）

表記誤りの修正

第902回審査会合（2020.10.2）
資料２－２－１ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の地形，地質・地質構造について

（震源として考慮する活断層の評価） （コメント回答） p.6-8

（誤）

Shakleton

Shackleton



43

（正）

強調線の位置のズレの修正

第902回審査会合（2020.10.2）
資料２－２－１ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の地形，地質・地質構造について

（震源として考慮する活断層の評価）（コメント回答） p.6-44

（誤）



44

強調線の表示漏れの修正

第902回審査会合（2020.10.2）
資料２－２－１ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の地形，地質・地質構造について

（震源として考慮する活断層の評価）（コメント回答） p.6-48

（正）（誤）



45

（正）

表記誤りの修正

第902回審査会合（2020.10.2）
資料２－２－１ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の地形，地質・地質構造について

（震源として考慮する活断層の評価） （コメント回答） p.6-51

（誤）

［N21゜～39˚E］［65˚～88˚E］

N21゜W～39˚E 65˚～88˚E



46第902回審査会合（2020.10.2）
資料２－２－１ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の地形，地質・地質構造について

（震源として考慮する活断層の評価） （コメント回答） p.6-53

（正）

表記誤り（着色）の修正

（誤）



47

（正）

表記誤りの修正

第902回審査会合（2020.10.2）
資料２－２－１ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の地形，地質・地質構造について

（震源として考慮する活断層の評価） （コメント回答） p.6-64

（誤）

H-9断層

H-9断層のT9トレンチ

（正）

表記誤りの修正

（誤）

中央山側トレンチ

中央山側No.2トレンチ



48

着色の誤り

第902回審査会合（2020.10.2）
資料２－２－１ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の地形，地質・地質構造について

（震源として考慮する活断層の評価） （コメント回答） p.6-65

（正）

表記誤りの修正

（誤）

地層の変位・変形※1

地層の変位・変形



49

（正）

誤字の修正

第902回審査会合（2020.10.2）
資料２－２－１ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の地形，地質・地質構造について

（震源として考慮する活断層の評価） （コメント回答） p.6-87

（誤）

22m

21m



50

（正）

誤字の修正

第902回審査会合（2020.10.2）
資料２－２－１ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の地形，地質・地質構造について

（震源として考慮する活断層の評価） （コメント回答） p.6-88

（誤）

42m

41m

（正）

誤字の修正

（誤）

20.75m

40.75m

（正）

誤字の修正

（誤）

20.64m

40.64m



51

（正）

誤字の修正

第902回審査会合（2020.10.2）
資料２－２－１ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の地形，地質・地質構造について

（震源として考慮する活断層の評価） （コメント回答） p.6-91

（誤）

高音

高温

（正）

表記誤りの修正

（誤）

※

※1



52

（正）

誤字の修正

第902回審査会合（2020.10.2）
資料２－２－１ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の地形，地質・地質構造について

（震源として考慮する活断層の評価） （コメント回答） p.6-97

（誤）

N16W69E

N16W69W

補足
元画像の走向・傾斜の表記が見
えにくいため，大きく表示するために
記載した数値が誤っていたもの。
走向・傾斜の情報は正しい値を
用いて断面図を作成している。



53

（正）

衍字の修正

第902回審査会合（2020.10.2）
資料２－２－１ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の地形，地質・地質構造について

（震源として考慮する活断層の評価） （コメント回答） p.6-98

（誤）

Ｆ－３断層を対象をとした

Ｆ－３断層を対象とした



54第902回審査会合（2020.10.2）
資料２－２－１ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の地形，地質・地質構造について

（震源として考慮する活断層の評価） （コメント回答） p.6-100

（正）

誤字の修正

（誤）

N38E45NW

N38E42NW

補足
元画像の走向・傾斜の表記が見
えにくいため，大きく表示するために
記載した数値が誤っていたもの。
走向・傾斜の情報は正しい値を
用いて断面図を作成している。



55

（正）

誤字の修正

第902回審査会合（2020.10.2）
資料２－２－１ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の地形，地質・地質構造について

（震源として考慮する活断層の評価） （コメント回答） p.6-102

（誤）

N34E73NW

N43E73NW

補足
元画像の走向・傾斜の表記が見
えにくいため，大きく表示するために
記載した数値が誤っていたもの。
走向・傾斜の情報は正しい値を
用いて断面図を作成している。



56

（正）

誤字の修正

第902回審査会合（2020.10.2）
資料２－２－１ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の地形，地質・地質構造について

（震源として考慮する活断層の評価） （コメント回答） p.6-114

（誤）

H24海上音波探査

H28海上音波探査



57

（正）

誤字の修正

第902回審査会合（2020.10.2）
資料２－２－１ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の地形，地質・地質構造について

（震源として考慮する活断層の評価） （コメント回答） p.6-126

（誤）

（深度215.5～215.9m）

（深度214.5～214.9m）

補足
19N-2孔の岩相の特徴を示すた
めのコア写真の深度記載誤り。
誤った深度(215.5～215.9m)，
も同一の礫岩であり，評価に変わり
はない。（次頁補足）



58第902回審査会合（2020.10.2）
資料２－２－１ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の地形，地質・地質構造について

（震源として考慮する活断層の評価） （コメント回答） 前頁の補足説明

深度214.5～214.9mのコア写真

第878回審査会合（2020.7.17） 机上配布資料２ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の地形，地質・地質構造について
（震源として考慮する活断層の評価）（コメント回答）（ボーリング柱状図・コア写真）より抜粋



59

（正）

衍字の修正

第902回審査会合（2020.10.2）
資料２－２－１ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の地形，地質・地質構造について

（震源として考慮する活断層の評価） （コメント回答） p.6-128

（誤）

Sｄ～Sf部層及に対応する。

Sｄ～Sf部層に対応する。



60

（正）

脱字の修正

第902回審査会合（2020.10.2）
資料２－２－１ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の地形，地質・地質構造について

（震源として考慮する活断層の評価） （コメント回答） p.6-129

（誤）

18.4±01Ma

18.4±0.1Ma



61

記号位置のズレの修正

第902回審査会合（2020.10.2）
資料２－２－１ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の地形，地質・地質構造について

（震源として考慮する活断層の評価） （コメント回答） p.6-137

（正）
（誤）



62

誤字の修正

第902回審査会合（2020.10.2）
資料２－２－１ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の地形，地質・地質構造について

（震源として考慮する活断層の評価） （コメント回答） p.6-140

（誤）

Line-3

（正）

Line-4 



63第902回審査会合（2020.10.2）
資料２－２－１ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の地形，地質・地質構造について

（震源として考慮する活断層の評価） （コメント回答） p.6-142

（正）

衍字の修正

（誤）

Sｄ～Sf部層及に対応する。

Sｄ～Sf部層に対応する。



64

パネルダイヤグラム
表示測線の修正

第902回審査会合（2020.10.2）
資料２－２－１ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の地形，地質・地質構造について

（震源として考慮する活断層の評価） （コメント回答） p.6-165

（誤）

H31-C（着色あり）

（正）

H31-C（着色なし）



65

（正）

衍字の修正

第902回審査会合（2020.10.2）
資料２－２－１ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の地形，地質・地質構造について

（震源として考慮する活断層の評価） （コメント回答） p.6-170

（誤）

深度約－1,400m以深

深度約1,400ｍ以深



66第902回審査会合（2020.10.2）
資料２－２－１ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の地形，地質・地質構造について

（震源として考慮する活断層の評価） （コメント回答） p.7-3

（正）

表の誤りの修正

（誤）

30km以遠

30km以内
30km以遠

（正）（誤）



67第902回審査会合（2020.10.2）
資料２－２－１ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の地形，地質・地質構造について

（震源として考慮する活断層の評価） （コメント回答） p.参-1 

（正）

文献重複の修正

（誤）

23と46が同じ文献

46削除

（正）

文献重複の修正

（誤）

31と60が同じ文献

60削除



68第902回審査会合（2020.10.2）
資料２－２－１ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の地形，地質・地質構造について

（震源として考慮する活断層の評価） （コメント回答） p.参-2 

（正）

文献重複の修正

（誤）

23と46が同じ文献

46削除

（正）

文献重複の修正

（誤）

31と60が同じ文献

60削除

（正）

誤字の修正

（誤）

＊

-



69

（誤）

C60-k 
164.3～164.8m

（正）

誤字の修正

第902回審査会合（2020.10.2）
資料２－２－２ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の地形，地質・地質構造について

（震源として考慮する活断層の評価） （コメント回答） （補足説明資料） p.2-6

C60-k 
171.3～171.8m



70第902回審査会合（2020.10.2）
資料２－２－２ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の地形，地質・地質構造について

（震源として考慮する活断層の評価） （コメント回答） （補足説明資料） p.2-14

（誤）

1-1’断面

（正）

表記誤りの修正

1-1’+150断面

補足
1-1’+150断面は，敷地の
地質構造図の赤線で示す箇
所であり，1-1’断面の150m
南側に位置する



71

不要な注釈の削除

第902回審査会合（2020.10.2）
資料２－２－２ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の地形，地質・地質構造について

（震源として考慮する活断層の評価） （コメント回答） （補足説明資料） p.4-29



72

（誤）

場合て

（正）

誤字の修正

第902回審査会合（2020.10.2）
資料２－２－２ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の地形，地質・地質構造について

（震源として考慮する活断層の評価） （コメント回答） （補足説明資料） p.4-43

場合で

（誤）

OH9測線測線

（正）

衍字の修正

OH9測線



73

（誤）

[N15°E]
[80°E]

（正）

表記誤りの修正

第902回審査会合（2020.10.2）
資料２－２－２ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の地形，地質・地質構造について

（震源として考慮する活断層の評価） （コメント回答） （補足説明資料） p.7-3

N21゜W～39゜E
65゜～88゜E

補足
[N15°E][80°E]はm-a断
層のボーリング調査結果による
走向・傾斜であり，その後に
実施したトレンチ調査結果に
よる走向・傾斜(正)を本来記
載すべきであった。



74

（誤）

1mm～10mm

（正）

誤字の修正

第902回審査会合（2020.10.2）
資料２－２－２ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の地形，地質・地質構造について

（震源として考慮する活断層の評価） （コメント回答） （補足説明資料） p.8-3

1～10cm



75第902回審査会合（2020.10.2）
資料２－２－２ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の地形，地質・地質構造について

（震源として考慮する活断層の評価） （コメント回答） （補足説明資料） p.8-27

（誤）

T6(2)トレンチ北面

（正）

誤字の修正

T6(2)トレンチ南面



76

（誤）

T6(2)トレンチ北面

（正）

誤字の修正

第902回審査会合（2020.10.2）
資料２－２－２ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の地形，地質・地質構造について

（震源として考慮する活断層の評価） （コメント回答） （補足説明資料） p.8-30

T6(2)トレンチ南面



77

（正）

孔名記載漏れの修正

第902回審査会合（2020.10.2）
資料２－２－２ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の地形，地質・地質構造について

（震源として考慮する活断層の評価） （コメント回答） （補足説明資料） p.9-20

H27B-F4-2



78

（誤）

H25B-ma-s6

（正）

誤字の修正

第902回審査会合（2020.10.2）
資料２－２－２ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の地形，地質・地質構造について

（震源として考慮する活断層の評価） （コメント回答） （補足説明資料） p.11-4

H27B-ma-s6



79

（誤）

走向N15°

（正）

脱字の修正

第902回審査会合（2020.10.2）
資料２－２－２ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の地形，地質・地質構造について

（震源として考慮する活断層の評価） （コメント回答） （補足説明資料） p.11-9

走向N15°E



80

（正）

文献記載漏れの修正

第902回審査会合（2020.10.2）
資料２－２－２ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の地形，地質・地質構造について

（震源として考慮する活断層の評価） （コメント回答） （補足説明資料） p.参-1

中田 高・今泉俊文 (2002) ：活断層詳
細デジタルマップ，東京大学出版会

（誤）

10と13が同じ文献

（正）

文献重複の修正

13削除



81第902回審査会合（2020.10.2）
資料２－２－２ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の地形，地質・地質構造について

（震源として考慮する活断層の評価） （コメント回答） （補足説明資料） p.参-1

（正）

入倉孝次郎，香川敬生，関口春子（1997）：経験的グリーン関数法を用いた強震動予測方法の改良，
日本地震学会講演予稿集，No.2，B25

Hisada, Y. (1994)：An Efficient Method for Computing Green’s Functions for Layered Half-
Space with Sources and Receivers at Close Depths, Bulletin of the Seismological Society 
of America, Vol.84, No.5

文献記載漏れの修正



82

（誤）

5回

（正）

誤字の修正

第878回審査会合（2020.7.17）
机上配布資料１ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の地形，地質・地質構造について

（震源として考慮する活断層の評価） （コメント回答） （反射法地震探査・検層記録集） p.8

6回



83

（誤）

である。である。

（正）

衍字の修正

第878回審査会合（2020.7.17）
机上配布資料１ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の地形，地質・地質構造について

（震源として考慮する活断層の評価） （コメント回答） （反射法地震探査・検層記録集） p.13

である。

（誤）

波動場分離－を

（正）

衍字の修正

波動場分離を



84

（誤）

H31-A測線③

（正）

誤字の修正

第878回審査会合（2020.7.17）
机上配布資料１ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の地形，地質・地質構造について

（震源として考慮する活断層の評価） （コメント回答） （反射法地震探査・検層記録集） p.19

H31-A測線④

補足：タイトルの重複
p.17のタイトル:H31-A測線②
p.18のタイトル:H31-A測線③



85第878回審査会合（2020.7.17）
机上配布資料１ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の地形，地質・地質構造について

（震源として考慮する活断層の評価） （コメント回答） （反射法地震探査・検層記録集） p.29

表記誤りの修正

H28-U5

（誤）

（正）

H31-A

補足
H31-A測線はH28-U5測線と

同一ルート上の測線。本来であれ
ば最新の測線名であるH31-A測
線と記載すべきであった。



86第878回審査会合（2020.7.17）
机上配布資料１ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の地形，地質・地質構造について

（震源として考慮する活断層の評価） （コメント回答） （反射法地震探査・検層記録集） p.35

測線交点位置表示の
漏れの修正

（正）

表記誤りの修正

H28-U5

（誤）

（正）

H31-A

補足
H31-A測線はH28-U5測線と

同一ルート上の測線。本来であれ
ば最新の測線名であるH31-A測
線と記載すべきであった。



87第878回審査会合（2020.7.17）
机上配布資料１ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の地形，地質・地質構造について

（震源として考慮する活断層の評価） （コメント回答） （反射法地震探査・検層記録集） p.39

測線交点位置表示の
漏れの修正

（正）

測線交点位置表示の
漏れの修正

（正）



88

（正）

単位記載漏れの修正

（誤）

第878回審査会合（2020.7.17）
机上配布資料１ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の地形，地質・地質構造について

（震源として考慮する活断層の評価） （コメント回答） （反射法地震探査・検層記録集） p.43



89

誤字の修正

第878回審査会合（2020.7.17）
机上配布資料１ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の地形，地質・地質構造について

（震源として考慮する活断層の評価） （コメント回答） （反射法地震探査・検層記録集） p.57

（正）

（誤）

(次頁に補足説明を示す)



90第878回審査会合（2020.7.17）
机上配布資料１ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の地形，地質・地質構造について

（震源として考慮する活断層の評価） （コメント回答） （反射法地震探査・検層記録集） 前頁の補足説明

補足
19H-3孔のオフセットVSP探査のCMP番号は，西(1)から
東(467)に向かって展開している。(凡例 )
前頁のオフセットVSP探査に記載した方位の誤記であり，図
は正しいことから探査結果の解釈に誤りはない。



91

（誤）

Od-14

（正）

ページ誤りの修正

第878回審査会合（2020.7.17）
机上配布資料２ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の地形，地質・地質構造について

（震源として考慮する活断層の評価） （コメント回答） （ボーリング柱状図・コア写真）p.1

Od-15

（誤）

Od-35

（正）

ページ誤りの修正

Od-37



92

（誤）

p.19-17

（正）

ページ誤りの修正

第1039回審査会合（2022.4.11）
資料１－２－２ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の地形，地質・地質構造について

（震源として考慮する活断層の評価）（コメント回答）（補足説明資料） p.19-2

p.19-22
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（誤）

p.19-17

（正）

ページ誤りの修正

第1039回審査会合（2022.4.11）
資料１－２－２ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の地形，地質・地質構造について

（震源として考慮する活断層の評価）（コメント回答）（補足説明資料） p.19-4

p.19-22



94

（誤）

p.19-17

（正）

ページ誤りの修正

第1039回審査会合（2022.4.11）
資料１－２－２ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の地形，地質・地質構造について

（震源として考慮する活断層の評価）（コメント回答）（補足説明資料） p.19-13

p.19-22



95

（誤）

下北半島東部
広い範囲

（正）

脱字の修正

第1039回審査会合（2022.4.11）
資料１－２－２ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の地形，地質・地質構造について

（震源として考慮する活断層の評価）（コメント回答）（補足説明資料） p.19-16

下北半島東部の
広い範囲



96

（正）

文献記載漏れの修正

第1039回審査会合（2022.4.11）
資料１－２－２ 東通原子力発電所 敷地周辺～敷地の地形，地質・地質構造について

（震源として考慮する活断層の評価）（コメント回答）（補足説明資料） p.19-24

地質調査総合センター編（2013）：
日本重力データベースDVD版（第２
版）

（誤）

RefinedEarly

（正）

表記誤りの修正

Refined Early


